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地域の記憶と記録を結びつけることを目的とした 
三陸地方の震災関連アーカイブ資料のリンキング 

 

三枝はるか†1	 三原鉄也†2	 杉本重雄†2 
 

概要： 2011 年の東日本大震災以後，震災の記録を残すため，様々な震災関連資料がデジタルアーカイブとして提供
されるようになった．これまで地震や津波による震災被害は同一の地域で周期的に発生してきたため，異なる時期に

作成された災害の記録を紐付けて比較することは，地域の震災被害の歴史を記憶し伝える上で有用である．しかし，
地域を識別する手段の 1つである地名は時と共に変化する．そのため，ある共通する地域に関する異なる時期に作成
された災害の記録を，実際に地名を用いたテキスト検索で発見することは容易ではない．そこで本研究では，震災関

連アーカイブ資料ならびにそのメタデータに含まれる地名と地名の変遷を表すデータセットのリンキングを行った
のち，地域に関する異なる時期に作成された資料を，時代を超えてまとめて提供するシステムを開発した． 
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1. はじめに   

	 2011年の東日本大震災以後，東北をはじめとする各地の
地方公共団体や教育機関などによって，東日本大震災の教

訓を未来に伝え，今後の防災・減災，復旧・復興，教育に

活かすために，震災に関する文書，新聞記事，写真，音声

や映像といった資料や記録を収集・保存した上でWeb上で
公開するデジタルアーカイブが活発に作られている．例え

ば，東北大学災害科学国際研究所が運営するみちのく震録

伝[1]や，青森県の自治体が運営する青森震災アーカイブ[2]，
では数多くの写真や動画，報告書等が公開されている．ま

た，河北新報社の運営する河北新報震災アーカイブ[3]では
それらに加えて新聞記事や報道写真などが多数公開されて

いる．最近では，2017年にいわて震災津波アーカイブ～希
望～[4]が岩手県によって公開されており，現在もアーカイ
ブ作成の動きは続いている． 
	 震災関連アーカイブは，地方公共団体や教育機関といっ

た特定の地域に関連の深い団体によって運営されるため，

収集される記録や資料も地域に関するものが多くなる．し

かし，自然災害は都道府県や市町村の区別なく広い範囲に

被害を及ぼすため，大災害について理解を深めるためには

関連する複数のアーカイブの資料へまとめてアクセスでき

ることが望ましい．これに対し，国立国会図書館のひなぎ

く[5]では，数多くの震災関連アーカイブと連携し，それら
からメタデータを収集することで震災関連アーカイブの横

断検索を実現している． 
	 一方，大規模震災は，似たような地域において長い周期
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で繰り返し発生するため，その地域で過去に発生した震災

に関する資料にアクセスし，知ることも震災の理解を深め

るために有用であると考えられる．しかし，現在の震災関

連アーカイブの連携では，ある地域における，過去に発生

した災害に関連した資料にアクセスすることが難しい．な

ぜなら，任意の地域を識別する手段の一つである地名は時

と共に変化するため，時代によって地名の変化を反映した

地域や場所の同定が容易ではないためである．現在の震災

アーカイブでは，ある地域の昔の震災関連アーカイブ資料

を調べるためには，ユーザー自身がその地域が以前にどの

ような地名であったかを把握している必要がある． 
	 このように個別の年代に関しての記録はあるが，それら

同士が紐付いていないため，地域の災害の歴史，すなわち

地域の記憶に結びついていない現状に対し，筆者の所属す

る研究室では地名の変遷をデータセット化し，震災関連ア

ーカイブ資料と紐付けることで，異なる年代の震災関連ア

ーカイブ資料同士をリンキングする研究を行ってきた．先

行研究に当たる松井[6]では，1995年時点の町丁字界を単位
とした，地名が指す地域と地名の組の変遷を表した地名変

遷データセットを作成した．そして，その地名変遷データ

セットを用いて津波ディジタルライブラリィ[7]が収蔵す
る幅広い年代に作成された震災関連アーカイブ資料を対象

として機械的に地名の抽出を行うことでその有効性を確認

した． 
	 これを受けて本研究では，地名変遷データを介して，複

数のアーカイブに別々に所蔵されている作成年代が異なる
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震災関連資料中の地名や，資料のメタデータに含まれる地

名を，地名変遷データセットを介してリンキングした後，

それらをまとめて提供するシステムを開発した．これによ

り，地域に関する異なる時代の記録同士を紐付け，時間軸

上で結びつけられた地域の災害記録，いわば地域の記憶，

地域の災害の歴史を知る手助けが出来るようになった． 
 

2. 震災関連アーカイブの連携 

2.1 震災関連アーカイブ 
	 2011年に発生した東日本大震災以後，震災や被災の記録
を未来に残し，今後の被災地の復興事業や，防災・減災対

策，学術研究，教育などに役立てるため，数多くの震災関

連アーカイブが各地の自治体や団体により作成された． 
	 例として，岩手県では，県内の市町村，医療機関やイン

フラを支える各種組織などの防災関係機関，新聞社などの

協力のもと，20万点を超える震災関連資料を収集し，今後
の防災活動や防災・復興教育のほか，震災学習のための復

興ツーリズム等のために，いわて震災津波アーカイブ～希

望～として公開している．公開にあたっては，膨大な資料

を震災への備え，復興などといった 6つのテーマに分類し
た上で，テーマごとの対応の流れを把握しやすいようにそ

れぞれ震災前後，震災発生後何年といった時系列ごとに資

料をまとめるなど，資料の提供方法が工夫されている． 
	 他の例として，東北大学が運営するみちのく震録伝では，

東日本大震災の実態の解明や復興，そしてこれから日本の

各地で起きうる低頻度大規模災害の対策のため，学術的な

観点から東日本大震災や東北地方の過去や未来の災害に関

する幅広い記録や資料の継続的なアーカイブを進めている．

2011年より産官学の機関と連携しながら資料を収集し，そ
れらを 2013年よりWeb上で公開している． 
	 東日本大震災に関連するアーカイブは東北地方以外でも

作成されている．東日本大震災によって主に液状化現象に

よる被害を受けた浦安市では，被害，復旧・復興やそのた

めの支援などにまつわる写真や動画，行政文書などを収集

して，浦安震災アーカイブ[8]として復旧・復興状況と合わ
せて 2015年より公開している． 
	 また，震災関連アーカイブは東日本大震災以外に関して

も作られている．津波ディジタルライブラリィでは，明治

三陸地震や昭和三陸地震，チリ地震津波といった東北地方

における過去の災害に関する比較的古い資料が多く収蔵さ

れている．具体的には論文 38件，報告書 91件，雑文 13件，
新聞記事 1691件が，文はテキストへ，写真は画像へデジタ
ル化された上で提供されている． 
	 このような震災関連アーカイブの多くは，地方公共団体，

大学などのそれぞれの地域を代表する機関や企業によって

運営されている．しかし東日本大震災のような広域での大

規模災害の場合，その出来事や状況を俯瞰して理解するた

めには，こうした個々の運営機関の収集対象を超えた資料

をまとめて利用できる必要がある． 
	 これに対し，国立国会図書館のひなぎくは，前に述べた

いわて震災津波アーカイブ～希望～やみちのく震録伝，浦

安震災アーカイブをはじめとする，70を超えるアーカイブ
と連携し，直接資料の提供を受けたり，資料のメタデータ

の提供を受けたりしてそれらを検索結果に含めることで，

東日本大震災関連アーカイブの幅広い横断検索を実現して

いる．また，ひなぎくは資料と資料のメタデータを収集す

るだけでなく，メタデータを交換するためのプロトコルで

ある OAI-PMH[9]を通して，ひなぎくに格納されている資
料のメタデータの提供も行うことで，他のアーカイブがひ

なぎくからメタデータを取得しての連携を可能にしている． 
 

2.2 アーカイブの連携における課題 
	 東日本大震災のような広範囲の地域に影響を及ぼす大規

模災害は，同一の地域で数十年〜数百年の長い周期をもっ

て繰り返し発生する．そのため，このような災害について

理解を深めるためには，過去に発生した個々の災害の記録

を比較し，地域の災害の歴史を知ることができる必要があ

る．しかし，地名の変化に対応していない現在の震災関連

アーカイブの連携では，ある地域における，過去に発生し

た災害に関連した資料にアクセスすることが難しい．  
	 例えば，前述の津波ディジタルライブラリィにおいて宮

城県石巻市の過去の資料を得るためには，石巻市を構成す

る地域がそれぞれ過去どのような名称で呼ばれていたかを

検索者が知っている必要がある．なぜなら「石巻市」とい

うキーワードで資料検索を行っても，過去に作成された資

料中に出現する「石巻市」という文字列が現石巻市と同じ

地域を指すとは限らないからである．石巻市という名称の

自治体自体は 1933年から存在するが，1933年から 2005年
の間に様々な隣接自治体が編入・合併された．例えば，石

巻市雄勝町は 2005 年 4 月の平成大合併以前は桃生郡雄勝
町であり，さらに 1941 年 4 月に町制施行する前は十五浜
村という名称であった．このように，時代によって地域を

表す名称は変化するため，1896 年の明治三陸地震や 1933
年の昭和三陸地震について調べる際には各時代の地名と地

名が指す地域についてあらかじめ調査し，それぞれをキー

ワードとした検索を個別に行わないと，と現石巻市の過去

の記録として得られる資料が大幅に減ってしまう． 
	 この問題を解決する 1つの方法として，資料に付随する
位置情報を利用し，資料が指す地域を同定する方法がある．

例として，河北新報 震災アーカイブでは，利用者が指定す
る時期ごとに，地図上にマッピングされた東日本大震災に

まつわる写真や新聞記事を閲覧出来るサービスを提供して

いる．このサービスでは，利用者は視覚的にある任意の地

域に関する異なる時代に作成された震災関連資料を比較し

て閲覧することができる． 
	 一方で，既存の資料のメタデータに関連する地域の過去

の地名を後から追加することで，時代を超えた資料同士の
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アクセス性を高める手法もある．この手法は位置情報が含

まれていないことが多い古い時代の資料を扱う際に利用で

きると考えられるが，地名のすべての変遷をユーザーが把

握したり，資料のメタデータにつけたりするのは多大な労

力がかかるため現実的でない． 
 

3. 地名の変遷を介した震災関連アーカイブ資

料のリンキング 

3.1 地名変遷データセット 
	 松井[6]は，1995年時点の町丁字界を単位として，地名と
地名が指す地域の変遷を対応づけた地名変遷データセット

を開発している．このデータセットは，1889（明治 22）年
から現在までの宮城県と岩手県における市町村名の変遷を

Resource Description Framework（RDF）形式で記述したもの
で，現存する市町村名の過去の地名を一元的に辿ることが

できる．図 1に地名変遷データセットのデータモデルを示
す．地名変遷データセットでは，ある特定の領域とそこに

付与された地名の組を地理的実体，廃置分合などの地名が

変化する要因を変遷イベントとして定義しており，それら

をリンクすることで地名の変遷を表現している．松井[6]で
は，地名変遷データセットを用いて津波ディジタルライブ

ラリィが収蔵する幅広い年代に作成された震災関連資料を

対象として機械的に地名の抽出を行うことでデータの有用

性を検証している．三原[10]は東日本大震災より前に発生
した震災に関連する資料を扱う津波ディジタルライブラリ

ィの収録資料と東日本大震災に関する資料を主に扱うみち

のく震録伝の収録資料について地名変遷データセットとの

リンキングを行なっている． 
 

3.2 地名変遷データセットを用いた震災関連アーカイブ

資料のリンキング 
	 本研究では，地名変遷データセットを介して，別々の時

代の震災に関する資料を扱う震災関連アーカイブを対象と

して，異なる時代に作成された震災関連アーカイブ資料の

リンキングを行う．さらに，リンキングしたデータを用い

てリンキングした 2つの震災アーカイブの資料を地名に基
づき横断的に検索するシステムを開発した． 
	 震災関連アーカイブ資料のリンキングにあたっては，提

供されているリンキング対象資料のメタデータを取得した

り，資料自体に含まれる地名をマークアップしたりするこ

とで，資料に関連する地名情報を得た．そして，取得した

データを RDF形式に変換し，データに含まれる地名と対応 
 

 
図 1	 地名変遷データセットのモデル 

 

 

図 2	 リンキング手法の概要（三原[10]より） 
 
する地名変遷データセットの地理的実体へリンキングを行

うことで，異なる時代に作成された震災関連アーカイブ資

料を結びつけた． 
	 システムの開発にあたっては，そのリンキング結果を用

いて，ユーザーやプログラムによって入力された地名に対

し，その地名が指す地域が異なる名称で呼ばれていた時期

にも関連した震災関連資料リストを提供する機能を実装し

た． 
 

4. みちのく震録伝と津波ディジタルアーカイ

ブにおける震災アーカイブ資料のリンキング 

4.1 リンキング手順 
	 資料のリンキングにあたっては，三原[10]の手法を用い
た．この手法は，震災関連アーカイブ資料中または資料の

メタデータに出現する地名と対応する時代の地名変遷デー

タセット内の地理的実体を識別しリンキングを行うもので 
 

表 1	 地名抽出を行った津波ディジタルライブラリィの収
録資料 
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ある．図 2にリンキング手法の概要を示す．みちのく震録
伝の資料については，住所中の市町村名のテキストと地名

変遷データセット中の地理的実体に紐付いている地名をテ

キストマッチングすることで，同一地名を識別し，資料と

地名変遷データセットとのリンキングを行った．津波ディ

ジタルライブラリィの資料については，アノテーション作

業中に人手で資料の作成年代や，資料中で地名が出現した

文脈を確認しながら対応する地名変遷データセット中の地

理的実体へリンキングを行った． 
	 みちのく震録伝の収録資料のリンキングにあたっては，

2015 年 10 月時点のみちのく震録伝のコンテンツに関する
タイトル，作成者，作成日，場所をはじめとするメタデー

タを資料の実体が持つプロパティとして記述する RDF に
変換した． 
	 津波ディジタルライブラリィの収録資料のリンキングに

あたっては，幅広い内容についてのリンキングを期待して，

県や研究機関によって災害の被害や復興の情報を網羅的に

収集，編纂して作成された過去三陸で発生した大きな災害

についての報告書を選び，地名の抽出を行った．その一覧

を表 1に示す．これらの資料それぞれにつき，各資料中の
地名を人手で発見し，地名変遷データセットとの対応付け

を行いながら出現位置と共にアノテーションとしてマーク

アップし，そのデータを RDF形式で保存した． 
 

4.2 リンキング結果 
	 地名変遷データセットとリンキングを行ったみちのく震

録伝の資料は宮城県 92,232 件，岩手県 3,333 件である．ま
た，津波ディジタルライブラリィのアノテーション作業に

て抽出された地名の登場箇所は 15,103件（2019年 1月 23
日時点）で，うち今回使用した岩手県と宮城県に関する行

政区域名に関する箇所は 3,871件であった． 
	 これらを用いて地名変遷データとのリンキングを行った

ところ，2019年現在に存在する市町村（現市町村）につい
ては表 2，過去に存在したが廃置分合によって現在は存在 
 

表 2	 現市町村とリンキングされた資料数 

 

 

表 3	 旧市町村とリンキングされた資料数 

 

 
表 4	 現市町村にリンキングされた資料数とリンキングに

より追跡できた資料数 

 
 

! � ��� ��� ��� ���

��� 16 3,333 95 214.3 814 16

��� 25 88,055 102 3,526.3 16,610 81

	
�
�������
���

��

! � ��� ��� ��� ���

��� 123 0 1167 9.5 145 4

��� 94 0 1652 17.6 165 3

	
�
����������

��

� ����

�����

��	�


���

���

����

����

���

��	�


���

��

B5 814 38 4.7%

�� 680 73 10.7%

D�F0 613 59 9.6%

�01 426 63 14.8%

�9. 359 142 39.6%

�C 66 11 16.7%

�# 21 27 128.6%

-@1 20 11 55.0%

�+1 17 16 94.1%

>@ 12 9 75.0%

�� 2 13 650.0%


!" 0 12 -

�$1 0 1 -

:� 0 4 -

�%1 0 8 -

8,1 0 1 -

E51 0 4 -

3� 0 4 -

;�=1 0 4 -

�$ 0 4 -

�� 0 2 -

A��1 0 4 -

�� 16,610 40 0.2%

)�* 12,207 288 2.4%

5� 9,768 372 3.8%

&'� 8,261 13 0.2%

�/1 7,948 2 0.0%

�� 6,293 22 0.3%

�	1 4,524 48 1.1%

�D1 3,455 94 2.7%

27 246 29 11.8%

�� 115 9 7.8%

(� 18 2 11.1%

�?1 9 1 11.1%

��1 7 5 71.4%

�6 6 1 16.7%

72,497 1,436 -

�

%

4

�

�

4

<

ⓒ 2019 Information Processing Society of Japan

Vol.2019-CH-119 No.6
2019/2/16



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

  5 
 

しない市町村については表 3のようになった．表中の「震
録伝」「TDL」はそれぞれみちのく震録伝，津波ディジタル
ライブラリィのことを指し，表右側の「平均値」「最大値」

「中央値」は地理的実体 1つあたりにリンキングされた資
料数（震録伝と TDLの合計）の平均値，最大値，中央値を
指す．結果を見ると，津波ディジタルライブラリィは現存

市町村，みちのく震録伝は旧市町村とのリンキングに乏し

いことが分かる． 
	 表 4は，廃置分合によって行政区域名の「市町村」を除
く部分の名称が変化したことがある旧市町村について，リ

ンキングされた資料の合計をそれぞれの地域の現在の市町

村ごとにまとめた一覧である．列「現市町村にリンキング

された資料数」「変遷の追跡での資料増加数」「増加率」は

それぞれ現市町村にリンキングされた資料数，旧市町村に

リンキングされ，地名変遷データセットにより地名の変遷

を辿ることで現市町村にもリンキングできるようになった

資料数，その増加割合を指す．半数近くの市町村について

変遷の追跡による資料増加割合が 1割を超えている．一方
で，資料の増加率が極めて低くなっている市町村があるが，

これはみちのく震録伝と津波ディジタルライブラリィの資

料数の差によるものと考えられる． 
 

5. リンキングされた震災関連アーカイブ資料

のデータセットを用いた検索システムの開発 

5.1 概要 
	 本研究では，4 章で作成したデータセットを利用して，
地名を使ってその地名に関連する資料を時代を超えて検索

するシステムを開発した．本システムは，地名をクエリと

して資料のメタデータと地名変遷データセットをリンキン

グした LODデータセット（以下，リンキングデータセット
と呼ぶ）に問い合わせることで，その地名が指す地域が異

なる地名であった時代の資料をリンクに基づき取得するも

のである． 
	 本システムは，入力地名の住所や存在時期を特定する「地

名同定機能」，特定した地名の前身や後身の地名を取得する

「地名変遷取得機能」，そして前の 2 機能で得た地名に関
連する震災関連アーカイブ資料のメタデータを取得する

「関連資料取得機能」の 3種類の機能によって構成され，
それぞれを順に利用することでユーザーは震災関連資料を

取得することができる． 
	 システムはWebアプリケーションとして開発し，それぞ
れクライアント部，サーバ部，データベースの 3部分で構
成されている．クライアント部では，HTML5，CSS，
JavaScriptを用いてユーザからの入力をサーバへ渡し，サー
バから JSON 形式で受け取った検索結果の表示を行うイン
ターフェースを実装した．データベースには Virtuosoにリ
ンキングデータセットを投入して利用している． 
 

5.2 検索システムの機能 
	 本検索システムでは，次の 3つの機能を順に用いること
で，地名による震災関連アーカイブ資料の横断検索をする． 
 

(1) 地名同定機能 
	 検索キーワードとして入力される地名について，キーワ

ードの文字列が含まれる地名リストを文字列一致でデータ

セットから検索し，住所等の情報と共にユーザーに提供す

る．この機能によって提供された情報により，ユーザーは

廃置分合，町制施行，市制施行等によって同じ名称のまま

指す地域が変化したことがある地名について，どの時代の

地域について調べたいかを明示的に決定することができる． 
	 本機能は 1つの APIから構成されており，入力は地名の
文字列，出力は地理的実体ごとに括弧内に記述された地理

的実体を識別する ID（地名 ID），地名，住所，設置年，廃
止年，行政区画の種類を列挙した JSON データである．図
3に APIのリクエスト URLとレスポンスの例を示す．この
例では，「石巻」をキーワードとして検索し，現存の宮城県

石巻市とその前身や，1933年まで存在した宮城県牡鹿郡石
巻町などの地理的実体を出力として得ている． 
 
(2) 地名変遷取得機能 
	 (1)の機能を用いてユーザーが選択した検索したい地理
的実体について，前身や後身の地理的実体の地名や住所等

の情報をユーザーに提供する． 
 

// リクエスト URL例 
http://example.com/api/gname2gnameID?input_gname=”石巻” 
 
// レスポンス例（一部抜粋） 
{ 

"0":{ 
"gnameID":"http://example.com/miyagi/name/443", 
"gname":"石巻市", 
"address":"宮城県石巻市", 
"createdYear":"2005", 
"modifiedYear":"", 
"adtype":"市町村" 

}, 
"1":{ 

"gnameID":"http://example.com/miyagi/name/417", 
"gname":"石巻市", 
"address":"宮城県石巻市", 
"createdYear":"1967", 
"modifiedYear":"2005", 
"adtype":"市町村" 

}, 
// …略… 
} 
"5":{ 

"gnameID":"http://example.com/miyagi/name/71", 
"gname":"石巻町", 
"address":"宮城県牡鹿郡石巻町", 
"createdYear":"", 
"modifiedYear":"1933", 
"adtype":"市町村" 

} 
} 
図 3 地名同定機能のリクエストとレスポンスの例 
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図 4 関連資料取得機能のリクエストとレスポンスの例 
 
	 本機能は前身の取得用と後身の取得用の 2つの APIから
構成されており，どちらも入力は地名 ID，出力は(1)の API
と同様に地名 ID，地名，住所，設置年，廃止年，行政区画
の種類である． 
 
(3) 関連資料取得機能 
	 (1)と(2)でそれぞれ得た地名について，リンキングデータ
セットをユーザーに提供する． 
	 本機能を構成する APIは，地名の IDと取得したい震災 
関連アーカイブ名を入力とし，出力は 1資料ごとに括弧内
に資料のメタデータが記述された JSON データである．出
力されるデータのスキーマは資料の種類によって異なる．

津波ディジタルライブラリィの資料に関しては，資料の

URL，タイトル，作成年月日，作成者，対象とする震災，
地名が登場する段落へのリンク，地名が登場する段落名，

地名が登場する箇所を開始点にテキストを数十字程度抜粋

したものを返す．みちのく震録伝の資料に関しては，資料

の URL，タイトル，作成年月日，作成者，対象とする震災，
サムネイルへのリンク，緯度，経度を返す．図 4に APIの
リクエスト URLとレスポンスの例を示す． 
 

 
 

図 5	 検索画面の全体像 
 

5.3 検索システムのインターフェース 
	 前節で述べたWebAPIを用いて，指定した地域に関する
異なる時代に作成された震災関連資料を検索するインタ

ーフェースをWebアプリケーションとして実装した． 
	 図 5は検索画面の全体を示したものである．システムの
利用者は，まず画面上部で検索したい地名をキーワードと

して入力し検索を実行する（地名同定機能）． 
	 次に，図 6のように検索ボックス直下のプルダウン表示
される，初めに入力したキーワードの文字列を含む地名，

住所，そして地名が行政区域名として使用されていた期間

のリストの中から検索したい地名を 1つ選択する（地名変
遷取得機能）．すると，プルダウン下のエリアの左右にその

地名の前身および後身の地名のリストが表示される．そこ

で，任意の 2組の地名を選択することで，画面下部にそれ
らの地名に関連する震災関連アーカイブ資料リストを表示

することができる（関連資料取得機能）．図 7は別の地名で
検索した際の検索地名とその前身の地名リストの様子であ

る． 
	 震災関連アーカイブ資料リストの表示は，資料が収蔵さ

れている震災関連アーカイブごとに行った．津波ディジタ

ルライブラリィに収蔵されている資料は文書資料であるた

め，検索した地名が登場する段落のタイトルと段落へのリ

ンク，登場箇所以降の十数文字を抜粋した内容を表示した

（図 8）． 
	 みちのく震録伝に収蔵されている資料は写真資料がほと

んどであるため，写真のサムネイルを表示し，サムネイル

をクリックすることでみちのく震録伝の当該資料にアクセ

ス出来るようにした（図 9）． 
 

 
図 6	 候補地名リスト 

 

 
図 7	 石巻市で検索した際の前身地名リスト 

// リクエスト URL例 
http://example.com/api/documents/detail?gnameID=http://example.c
om/miyagi/name/417&source=tdl 
 
{ 

“0”:{ 
"document":"http://tsunami-dl.jp/document/066#862", 
"title":"チリ地震津波災害救助誌", 
"createdAt":"1961-03-20", 
"creator":"宮城県", 
"coverage":"チリ地震津波", 
"section":"http://tsunami-dl.jp/document/066#section-
43881406531263251b174901b018d831", 
"sectionLabel":"3)炊出しその他による食品の給与につい
て", 
"abstruct":"石巻市,女川町は一部遠隔地(離島を含む．)に
対し現物給与を実施し,", 

}, 
// …略… 

} 
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図 8	 津波ディジタルライブラリィ資料の情報 

 

 
図 9	 みちのく震録伝資料のサムネイル 

 

6. おわりに 

	 本研究では，異なる時代に作成された震災関連アーカイ

ブ資料を関連付けて利用することを目的として，地名変遷

データセットを介して津波ディジタルライブラリィとみち

のく震録伝の資料のリンキングを行い，その結果の利用の

ための検索システムの開発を行った．これにより，時間軸

上に点在していた地域の災害の記録の追跡が容易になり，

地域の震災の記憶を知るための手段を構築することができ

た． 
	 一方で，開発した震災関連資料検索システムでは資料に

関する情報のシンプルな一覧表示のみに留まっているが，

地域に関連する様々なデータを利用したり，資料の種類に

よって表示方法を工夫したりすることで，地域の震災の記

憶を想起させる手助けとなる内容を増やすことができると

考えられる． 
	 また，検索システムで利用できる震災関連資料を増やす

ことで，より利用する価値の高いものになることが予想さ

れる．そのためには今回利用しなかった震災関連アーカイ

ブのリンキングや，市町村名以外の行政地名や自然地名と

いった他の種類の地名によるリンキングが有効である．そ

のためには既存のデータセットの利用が不可欠であり，地

名に関する様々なデータセットの整備が望まれる． 
 
	 謝辞 本研究は JSPS 科研費 JP 16H01754 の助成を受け
たものです． 
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